
ぱ
、
常
時
巴
に
掌
々
た
る
大
敢
に
し
て
、
そ
の
宮
司
一
円
四
U

諸
告
の
記
絞

i
承
久
三
年
注
挫
の
能
奇
凶

m数

は
.
制
人
磁
容
の
線
的
で
あ
っ
た
。
又
仁
明
夫
虫
承
一
目
録
に
‘
『
然
多
制
枇

蚊
地
十
一

一
叫
一
段
八
o
m世
保

利
元
年
十
一
且
品
川
七
日
、
能
E
W
凶
に
座
す
正
三
依
効
一
去
年
卯
月
日
自
=
鎌
合
情
軍
家
二
宮
御
山
川
進
』
と
見

一
等
筑
多
大
耐
宮
の
副
刷
宜
説
二
人
に
、
始
め
て
勿
を

一
え
、
式
内
町
寸
前
祉
担
に
は
『
匁
多
耐
枇
。
式
内
一
匹
。

執
ら
し
め
る
と
あ
り
、
約
日
本
紀
は
之
を
九
月
の
係

一
名
跡
大
駐
。
也
知
郷
一
宮
村
畑
山
座
。
祭
制
大
巴
山
口
命
。

に
係
け
て
ゐ
る
が
、そ
の
以
れ
の
正
し
き
に
も
せ
よ
、
一
常
凶
一
宮
也
。
都
二
宮
大
明
耐
。』

と
あ
る
。
V
A
能

越
前
気
比
例
駐
の
説
等
は
こ
の
翌
年
に
一
す
り
て
、
臨

一
旦
有
名
跡
芯
に
は
、『
本
社
は
大
巴
れ
命
、
出
世
祉
は
点
、
諸

島
・
能
賢
雨
大
前
に
批
じ
て
把
街
せ
し
む
と
あ
る
に

一
鳴
館
・積
出
掛
の
命
也
。
川
御
夫
仰
の
制
此
断
に
て
榊

よ
り
て
、
本
祉
の
頗
る
町
田
努
な
る
地
位
に
在
っ
た
こ
一
が
〈
れ
給
ふ
と
い
へ
り
。
頂
の
枇
は
大
穴
持
の
命
の

と
を
被
せ
ら
れ
る
。
文
徳
天
長
官
前
詳
=
一
年
六
月
二
日

一
御
倣
石
也
。
副
代
よ
り
の
御
釦
座
に
し
て
、
北
闘
の

筑
多
跡
祉
に
従
二
位
を
授
け
ら
れ
、
仁
務
三
年
八
且

一
大
耐
也
。
叉
紘
一
刑
犯
の
巾
の
怨
に
臼
〈
、
内川
多
の
榊

十
五
日
封
戸
十
姻

・
位
回
一
一
町
を
加
へ
ら
れ
た
僚
に

一
社
は
祭
神
天
以
の
御
宇
御
削
前
と
有
。

χ
訊問
調
山間史

は
‘
悦
に
正
二
位
助
一
等
と
あ
り
、
消
利
天
山
県
内

Hm
一
一刑紙
の
郎
に
、
文
徳
夫
Uγ

刷
刊
術
二
年
花
月
半
亥
開附
あ

元
年
正
月
叶
七
日
従
一
位
と
な
り
.
祉
似
に
は
陸
間

一
り
て
、
能
阜
官
同
庁刑
多
の
大
品
川
田
市
凸
寺
に
住
寺
宇
一む
く
と

天
弘
明
地
平
九
年
十
二
月
三
日
正

一
位
に
限
叙
せ
ら
れ

一
也
。
共
頃
は
一
位
入
禰
宜
枇
併
多
〈
あ
り
て
、
今
に
六

た
と
い
う
て
ゐ
る
。
後
明
治
四
年
五
月
凶
幣
中
世
に

一
成
幼
な
ど
h

い
ふ
防
あ
り
。
祉
税
共
頃
は
割
引
的
梢
三

列
せ
ら
れ
、
大
正
四
年
十
一
且
十
日
凶
幣
大
祉
に
龍
一
一
品
石
也
o
中
頃
出
山
閥
守
の
時
は
三
千
石
な
り
o
』
(

め
ら
れ
た
。

一
後
は
大
前
官
寺
多
〈
の
枇
人
衆
徒
も
川
崎
耐
押
し
て
、
御

C
一
〉
枇
蹴
の
初
見

l
叙
多
前
駐
の
名
の
初
見
は
砿
黙

一
皆
川
代
に
成
、
御
元
副
大
納
言
絞
枇
領
三
百
抗
十
石
御

先
に
於
い
て
ど
あ
る
が
、
開
制
々
に
剤
耐
り
記
さ
れ
て
ゐ

一
山
市
附
。
叉
利
市
絞
に
成
、
大
宮
司
附
問
弁
の
外
に
社
的

る
。
印
ち

況
説
」
1
七
に
赴
a
怠
釘
比
大
訓

2
-行
=
混

一
一
出
，
寺
御
建
ホ
有
h
v
。
副
訓
椋
欽
御
.H建
有
て
、
御

遊
-之
時
作
倣
が
あ
る
が
、無
比
が
気
多
の
剤
耐
・
り
で
あ

一
脂
綿
巡
の
前
十
附
、
制
胎
一
帥
制
御
市
町
附
。
大
宮
司
大

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
叉
元
路
校
本
に
は
筑
太
制

一
段
物
は
六
十
五
石
、
社
人

H
人
と
利
子
一
人
は
七
石

宮
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
ケ
タ
ジ

y
グ
ウ
と
訓

一
充
、
別九百
長
前
院
は
六
十
石
、
地
議
院
・一
知
帥
院
・疋

む
の
で
は
な
〈
て
、
多
の
字
を
詰
問
し
た
の
で
あ
る
。

一
提
院
=
一
，
寺
共
に

十
一台充
也
。
御
枇
領
三
百
流
十
討

会一
U

中川
跡

l
気
多
耐
枇
の
モ
榊
は
、
枇
偲
に
大
己
負

一
の
内
何
も
配
分
す
。
般
列
大
宮
司
は
、

一
闘
の
制
中

命
で
あ
る
と
せ
ら
れ
、
文
一
部
に
は
天
活
王
命
と
も

一
の
閥
一
肌
の
鍛
所
也
。
長
前
院
は
四
ヶ
寺
の
泊
節
也
。

天
活
同
命
と
も
せ
ら
れ
、
然
多
大
柳

・
能
奄
大
柳
叉

一
此
寺
の
m
路
地
は
利
市
公
御
辺
町
出
あ
っ
て
作
ら
せ
ら
れ

は
一
{
呂
大
前
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
副仰例制
U
A
甘
の
結
果

一
し
と
て
見

m也
o
叉
山
市
枇
の
貨
物
鍬
多
有
る
中
に
も
、

疋
長
元
年
六
月
及
び
斑
徳
ご
年
八
月
に
は
、
正

一
位

一
川
町
汐
珠
あ
り
。
是
は
続
々
済
制
有
し
般
味
也
。
駅
籾

太
政
大
臣
効

一
等
気
多
不
思
議
大
智
郡
害
践
と
記
さ
一
公
奉
納
の
太
刀
一
張
、
旧
日
原
の
太
万
一
銭
あ
り
。
共

れ、

陪耐
幽
鵜
祭
に
も
亦
口
品
多
不
思
議
怨
溺
大
涛
磁
と
一
外
貿
物
多
L
o』
と
担
し
て
ゐ
る。

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

ハ

夜

〉

枇

併

と

耐

主

l
副
併
は
明
郎
・大
永
・亭
般
の
文

ケ
タ

(
六
〉
祉
院
本
枇
白
出
世
道
に
は
延
山
H
年
聞
の
築
造
に

係
る
随
訓
門
が
あ
る
。
耐
門
廻
附
も
亦
延
期
以
年
間
、

拝
殿
は
叫

mm年
問
、
本
肢
は
天
明
年
間
前
川
氏
の
中
前

泌
す
る
昨
別
で
あ
る
と
い
ふ
。

(七
U

凶
資

l
気
多
耐
枇
に
は
後
奈
良
天
以
引
か
ら
下
さ

れ
た
女

m務
部
が
あ
っ
て
、
明
治
三
十
三
年
間
且
凶

伐
に
指
定
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
天
文
の
頃
一
{
己
に
禁

視
御
料
所
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
上
納
銭
を
耐
祇
伯
雅

晴地主
札
町
通
じ
て
献
納
し
た
際
、
上
せ
う
ゐ
ん
の
之
に

闘
し
川
旋
し
た
こ
と
や
一
日
記
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

告
に
、
ロN
嗣
初
・
玉
厳
坊
・
正
史
幼
・
京
林
初
給
灯

庵
・
多
門
幼
・仰
厳
妨
・延
命
院
・地
持
胞
・践
的
坊
・不

動
院
・
文
珠
幼
・
串
山
師
院
・
勝
定
初
・
定
住
幼
な
ど
の

名
や
見
ろ
が
、
椛
凶
以
降
続
か
に
長
制
院
・諮
附
院
・

在
住
院
・
地
政
院
を
治
し
た
に
泊

gず
、
是
等
は
皆

目
叫
百
宗
で
あ
っ
た
。
之
に
反
し
と
榊
引
の
多
か
っ
た

こ
と
は
、
天
文
巾
の
一
宮
跡
椴
交
名
に
よ
っ
て
知
ら

れ
、
大
{
目
前
散
批
桜
井
宿
割
問
法
起
・
般
大
宮
司
散
位

間
耐
引
川
端
椛
・大
説
放
位
閉
間
労
成
正
・大
総
行
革
散
位
棚
田

升
首
謀
・疋
創
臼
散
依
問
問
剣
吉
弘
山
正
樹
宜
放
倣
模
井

滋
一光
・姉
別
総
行

m放
位
恨
井
以
努
・
制
拙
h
H

惣
行
棋
放
位

問
弁
弘
一直
・左
大
別
川
市
倣
批
棚
田
引
成
次
・
一
概
酬
明
引
則
禁

家
・
日
凶
阿
司
限
引
円
以
仰
・
大
穴
持
宮
司
川
田
引
直
宗
・秘

戸
内
司
懐
弁
友
永
・
白
山
宮
司
桜
井
法
定
・若
宮
々
司
限

引
謀
次
粉
川
宮
司
川
出
世
井
友
直
・榔
宮
司
般
労
友
依

・

椛
宮
前
般
弁
友
宮
町
・左
紳
+
+h

聞
岡
引
廿
叫
織
・右
跡
中
山
柵
憧
井

本
吉
・
三
師
刷
機
井
元
椛
・
肺
剛
剖
開
宜
剛
臨
井
一
苅
依
・
二
橋
山

鼠
家
・椴
宮
司
稲
山
{
家
椛
宮
司
揃
依
到
・
搬
出
昂
司
儲

疋
依
・
布
大
別
件
川
山
吉
田
柑
・
械
宮
司
山
米
延
・術
宮
司

山
米日以
・
出
制
守
山
司
山
口
時
・
械
宮
司
限
引
行
制
・梅
宮

司
脱
升
包
弘
・
酬
明
宮
司
筒
二
市
・
仙
冊
目
白
司
倫
宗
mM
・橋

大
行
肌
・倫
小
行附山一
・火
司
山
包
次
の
名
札
T
em
町
け
亡
ゐ

る。

ケ
h
F
ノ
オ
ヲ
シ
ヤ

気
多
白
奥
社

目
別
多
訓
枇
の

境
内
は
凡
そ
こ

O
O米
四
方
で
あ
る
が
、
本
社
か
ら

北
方
一

O
O米
を
隔
て
た
制
林
中
に
岩
石
を
り
て
倒

ん
だ
一
匹
が
あ
b
、
そ
の
中
に
雨
嗣
が
あ
る
。
も
と

上
せ
う
ゐ
ん
は
後
奈
良
天
阜
の
皐
弟
上
莱
院
下
河
原

殿
遊
習
で
あ
ら
う
か
と
閉
山
は
れ
る
。
こ
の
開
中
部
は
立

永
の
頃
加
賀
の
加
際
久
肢
の
所
有
に

B
L、
久
阪
か

ら
一
例
枇
に
翠
仙
制
し
た
来
阪
の
も
の
で
あ
る
。

境
内
錨
枇
出
相
官
制
枇
も
亦
明
治
三
十
九
年
四
月
附
貨

建
造
物
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
本
屋
の
於
に
京
総

十
二
己
巳
年
白
山
義
綱
一
作
廷
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。

締
謹

一
聞
社
抗
議
、
建
坪
六
坪
三
合
八
勾
を
有
し
、

符
行
一
間
二
尺
八
寸
沢
分
、
一
品
二
関
.
梁
間
四
尺
玖

寸
、
欄
干
高
一
尺
一
寸
抗
分
、
総
廻
入
間
=
一
尺
八
寸
、

屋
駅
十
一
泊
臨
時
二
句
栴
皮
抗
で
、
百日股
・手
挟
そ
の
他

諸
問
日
間
の
給
絞
彫
刻
断
る
雄
箆
、
訟
に
副
首
股
足
元
の
彫

刻
は
市
北
飾
b
の
大
厳
然
・
肘
木
容
と
共
に
低
限
向
州

で
、
能
〈
常
時
代
の
特
色
を
品
位
卸
押
し
て
ゐ
る
。
こ
の

建
築
は
昭
和
四
年
大
修
理
を
加
へ
ら
れ
た
。

〈八
U
祭
儀
|
こ
の
制
祉
の
祭
儀
に
は
、
総
曲
に
作
ら

れ
て
ゐ
る
鵡
祭
を
初
め
と
し
て
、
平
岡
祭
・迫
澄
祭

斧
祭
・御
針
路
m
・鳥
肌
諮
問
守
特
典
の
も
の
が
多
い
。
谷

そ
の
僚
に
蹴
せ
る。

ハ九
〉境
内
の
古
城

l
気
多
耐
枇
背
後
の
丘
陵
は
、
千

古
斧
鎖
を
入
れ
ざ
る
枇
識
を
以
て
阪
は
れ
、
殆
ど
似

品
加
以
態
に
近
い
林
摘
を
示
し
て
、
植
物
円
山
手
引
の
住
パ
い

を
引
い
て
ゐ
る
。
樹
相
聞
は
ヅ
パ
キ
が
多
く
、
Y

ヒ
と

タ
プ
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
却
b
z
J

の
怒
紋
桁
物
が
倒
的
刊
に

か
ら
み
つ

い
て
ゐ
る
。
共
の
聞
に
三
間
の
古
坊
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
祉
股
に
最
も
近
い
総
石
式
の
尽
は
、

巨
石
を
以
て
十
舶
は
れ
て
ゐ
る
が
、
静
脈
か
ら
小
形
の

石
室
の
内
認
が
知
は
れ
、
阪
に
庇
震
観
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

七
八


